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東
請
鉄
道
の
敷
設
と
露
清
関
境
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v
ゥ
ホ
フ
ス
コ
イ
松
山
営
の
ロ
シ
ア
里
民
観
宇
中
心
に
｜
｜

？？ 
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、白山ノ人べ
l

ノ学、

jt
、
b

i

ご斗コ
イ口

ノ
プ
い
ロ
ス
ト
ア
ス
キ
i
及
び
蔵
相
ヴ
イ

J
7ど
の
問
で

斗
代
、

ω
悶

の
裁
流
＋
人
に
同
席
ポ
る
た
め
に
弓
ス
ヴ
ヲ
な
訪
れ
11
人
＋
鴻
〕
T

と
口
ン
ア
常
国
判
相
～
ι
パ

い
わ
ゆ
る
忠
清
河
約
hJ
経
ば
れ
に
J

そ
れ
ぞ
れ
の
誤
i

八
九
！
ハ
ハ
汁
μ
片
一
一
一
一
ヨ

－
ゴ
一
ブ
イ

対ト
2
0
l
Aゅ
の
攻
M
1
4

に
一
村
、
〕
亡
、
一
向
同
が
南
事
協
力
を
約
す
る
条
約
で
あ
る

v

心
円
討
に
は
前
ん
刊
の

清
の
ゴ
ふ
に
一
け

F
る
軍
事
的
敗

北
が
あ
っ
子
J

し
そ
の
結
呆
と
、

J

て
涼
ば
れ
た
ト
関
条
約
に
よ
っ
て
、
清
ば

ム口守町内、

蕊
山
州
議
れ
同
の
説
一
戸
臥
を
余
波
な
く
さ
れ

～
一
」
ぶ
え
て
億
刈
L

一
い
う
店
街
の
賠
償
を
コ
ハ
？
？
と
れ
、

そ
の
工
払
い
の
た
り
に
外
自
に
対
L
て
借
款
を
求
め

z叫
〉

ん

τ
主
た

依
扶
…
と
し
こ
日
本
は
宥
に
と
ヮ
て
一
行
戒
を
ゆ
比
す
る
大
き
な
事
事
的
脅
威
で
あ
っ
ー
だ
の

業
化
政

田
川
引
一
注
目
肌
↓
層
に
長
っ
ー
パ
ザ
｛
よ
J

こ
り
六
人
必
の
場
む
乙
川
内
備
L
亡
の
は
、
中
i
時
シ
ベ
リ
ア
慎
断
鉄
道

そ
れ
ぜ
れ
の
判
以
一
に
円
J

レ
て
よ
〈
似
た
役
凶
り
ど
り
川
じ
る

人
判
：
一
こ
に
十
弘
、
憎
ん

策
を
進
め
て
ど
人
セ
ル
ゲ
イ
・
ヴ
2
1

ヅ
二
℃
あ
る
。
ド
ペ
故
し
た
交
が
苔
で
あ
る
こ
河
川
時
に
独
白
の
近
代
化
～
九
時
を
も
ち
、
そ
の
、
子
え
ピ

か
い
乃
に
及
ぶ
交
～
慣
の
点
、
？
と
の
佼
U
北
東
y
シ

注ノ、
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ア
の
山
由
人
叩
す
大
き
く
左
右
す
る
積
約
が
結
ば
れ
た
仁
下
関
で
の
交
法
ω
1
4
1
ヌ
ゼ
あ
っ
た
序
J

鴻
斉

J

は
、
乙
ャ
で
も
ま
た
、
将
来
白
分
へ
の

非
黙
を
倍
ノ
ご
」
と
に
な
る
条
約
に
者
も
I

J

た
の
で
あ
る
」
こ
の
条
約
に
一
。
り
、
］
怖
を
紋
援
す
る
口
、
ン
F
亙
ー
の
便
宜
を
凶
る
こ
と
か
三
衣
川

－
 

U
 

フ4「〈
Ju
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丈一六
pk影
山
笠
宮
守
、
え
る
も
の
で
あ
っ
た
に
、
一
心
地
の
行
以
当
局
が
、
一
心
開
訟
に
ト
へ
き
な
お
心
を
も
っ
た
の
は
当
然
で
あ
る
仁
木
杭
で
は
、
ヨI

 
G
 

h

ナ
十、f

八
町
内

円
〆
ア
は
治
か
口
、
国
王
認
、
止
符
及
び
吉
林
省
人
μ
4
7
d
二
I
L

ウ
ア
ジ
ア
セ
ス
ト
ク
に
ん
ム
る
汁
一
道
路
線
の
建
設
に
対
す
る
同

意
を
出
資
情
し
た

U

こ
孔
に
民
つ

ζ
迷
設
汽
れ
f

の
が
、
わ
冷
る
京
出
鉄
町
一
で
あ
る
。
名
門
i
栄
設
権
は
露
J
h
銀
行
に
川
与
さ
れ
丈
。

さ
の
連
山

Y7L
て、

末
法
鉄
白
一
の
也
訟
は

満
州
川
の
将
来
げ
い
い
刊
し
て
だ
日
で
注
ノ
＼

隣
接
「
司
令
口
ン
ア
械
主

フ
リ
ア
』
リ
一
ー
ム

コ
？
…
ド
ト
こ
f
I
〆

E
L

U
j
i－
－
1
4

ヌ
！

J

！
」
時
ブ
リ
y
ム
l
リ
工
の
統
治
に
責
任
主
仏
ハ
J
J

て
い
た
f
ゥ
ホ
ブ
ス
1

J

泊
三
－
Z
T
7
C
2
T
R
V

の
見
解
を

T
掛
か
り
と
し
L

京
清
鉄
道
の
敷
設
立
認
治
凶
い
い
ほ
岡
市
山
一
心
ガ
市

7
7／
ス
に
だ
し
て
も
っ
た
い
甘
E
M
に

つ

い

つ

ン

ア

極

東

の

訂

以

全

般

を

一6
一

抜
っ
一
ー
、
レ
ム
↑
】
ヨ

1
7
C
Z丹
及
、
）
ブ
リ
ア
ム
ー
ル
総
九
九
村
山
川
の
導
入
に
伐
す
る
松
市
川
氏
孝
の
附
則
的
議
文
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ら
や
ロ
ン

ア
相
京
心
地
減
益
到
の
問
題
に
悶
す
る
実
証
研
究
へ
？
と
！
世
閉
す
る
た
め
の
諭
点
整
却
を
勺
つ
こ
と
が
が
拾
の
日
的
で
み
る

ロ
ン
J
J

箭
凶
は
、
内
地
？
／
一
辺
治
と
で
け
よ
な
う
た
地
方
行
政
制
度
2

ど
も
っ
て
い
た

L

口、ン
f
へ
の
多
い
内
地
に
は
、

一
八
六
0
年
代
（
U

大
改
市
ド
ド
千
三
一
て
ゼ
ム
ス
ト
ノ
ノ
ム
機
関
が
導
入
さ
れ
た

r

川
町
と
訴
に
置
か
れ
た
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
機
関
は
、
有
JA住
民
及
び
日
ハ
同
体
反
日

の
代
支
い
小
れ
午
、
ム
ノ
県
／
で
総
会
と
、
執
行
似
し
f

ν

て
の
参
与
ム
山
h
v
p
c
構
成
δ
れ
る
陵
ハ
法
制
の
地
域

2
F一
機
関
で
、
法
に
よ
っ

cr点
ー
に
さ
れ

～
一
広
れ
な
什
九
一
日
経
消
的
事
務
を
処
迷
L
たハ

w

れ
こ
は
別
に
、

山
り
が
の
也
八
に
は
中
央
派
遣
の
県
知
事
を
長
乙
ず
る
民
家
行
政
機
闘
が
萱

か
れ
、
ゼ
ム
ス
ト
ザ
オ
機
関
色
合
め
で
、
地
域
住
民
に
対
す
る
権
力
的
統
制
を
担
当
し
た
υ

一
八
九
心
年
に
は
い
わ
ゆ
る
反
改
革
に
よ

り
、
ゼ
ヰ
ス

I
ヴ
L4
絞
殺
に
対
一
9
る
県
妊
手
心
統
制
r恰
限
が
強
化
さ
れ
た

U

そ
れ
て
も
、
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
機
認
を
有
rJる
九
日
制
心
地
U
A

／
れ
孜
、
ン
ス
7

二
見
、
あ
る
町
一
反
ま
↑
〈
司
家
と
、
長
尽
を
も
ん
同
止
に
地
域
社
会
の
議
鮒
を
可
花
に
し
て
い
J

J

。

こ
れ

ι対
し
て
、

中
人
で
ム
め
る
総
皆
川
V

市
l
J
と
民
政
を
統
汁
け
す
る
総
川
円
引
が
布
判
γれ
L
い？に一

現
品
川
中
阜
の
山
間

バ
コ
兄
三
之
、

コ
寸

t
1
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一
押
怖
を
ょ
っ
市
小
国
区
司
令
官
と
、
）
て
辺
境
の
防
衛
U
T

拘
う
と
と
も
に
、
行
政
元
rHと
し
て
地
域
の
閉
山
穴
や
y

一
旧
安
佐
世
れ
に
討
、

J

て
J
U
玄
任

を
負
っ
て
い
た
軍
服
を

F

有
三
将
小
平
が
氾
域
に
お
け
る
い
相
治
機
構
の
最
上
殺
に
い
軒
ず
る
こ
と
口
、
何
仇
り
も
軍
隊
を
J

／
ト
ロ
ー
ル

ず
る
卜
て
好
都
合
で
あ
う
に
υ

通
常
ω
内
問
は
禍
事
心
事
哨
’
へ
と
あ
る
支
店
に
指

P
Jび
れ
る
こ
亡
を
好
ま
な
い
か
ら
さ
あ
る
」
住
民
に
付
す
J

る
当
い
し
町
の
権
成
づ
日
と
、
う
口
、
か
ら
い
れ
て
も
、
そ
の
政
治
的
効
忠
は
小
uo，
、
な
一
引
っ
た
。

総
何
時
回
一
引
は
適
用
苑
出
を
限
定
さ
れ

～
～
目
別
法
に
よ
る
支
配
で
為
て
く
平
川
氏
げ
い
よ
る
支
配
立
は
日
ノ
＼
総
督
の
も
と
、
軍
事
〆
｝
行
政
が

体
化
し
て
h

に
わ
円
と
は
な
い

U

何
者
の
比
重
は
状
泌
に
よ
ご
、
変
化
し
う
る
に
車
弔
JU京
阪
口
1

円
同
ま
、
れ
ば
w
I
位一…に一事件
V！
J

人一司ヘ
Jセ
と
し
て
の
側
丙
の
比
重
が
大
き
く
な

る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
地
域
む
治
法
や
発
E
K
が
常
に
市
長
前

JT校
に
よ

J

と
よ
く
犬
山
崎
さ
ー
れ
る
は
ず
は
な
い
〈
民
設
に
は
宜
上
刊
わ
課

、
そ
れ
を
逃
切
に
処
川
崎
す
る

r
は
わ
政
也
と
し
て
の
ハ
パ
巴
が
必
裂
に
な
る
コ
軍
人
に
求
め
ら
れ
る
能
力
と
行
以
｛
「
一
に
求
め
ら

れ
る
能
々
が

E
f
Lも
阿
仁
三
な
い
こ
と

い
で
山
の
ろ
う
リ

も
と
よ
け
経
包
一
日
苛
け
や
且
ハ
伴
的
之
地
成
の
問
題
J
V
C

同
氏
M
U
現
す
る
わ
け
で
は
白
い
。
総
紅
円
二
代
わ
っ
て
地
域
の
問
題
を
究
符
H
M
W
～川一

て
ゐ
る
各
刊
ノ
の
に
務
知
事
で
為
っ
l
h

一U

託
母
府
の
管
轄
す
る
出
城
は
広
ト
八
で
為
り
、
豆
十i

卓
三

J

い
て
も
行
政
山

〆
｝
｝
パ
ノ
ふ
J

f
J
J
一L
J
L
1

つ
い
亡
、
へ
事
情
M
M
川
川
に
」
ワ
て
か
な
り
見
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
総
笥
の
来
た
す
べ
き
役
初
心
山
心
目
ひ
し
ろ
中
火
と
の
聞
係
の

烹：古il'Uuo）政設と露湾ぶ境

維
持
・
強
化
で
あ
っ
た
二
し
り
は
甲
川
人
の
政
況
に
み
ま
っ
き
、
地
域
の
umm
，
れ
に
問
、

J

て
大
き
な
ん
針
を
決
め
る
と
と
も
い
、
司
対
に
川

か
っ
♂
I

よ
』
心
担
域
の
す
単
要
性
を
一
品
、
ぇ

ツ
f

v

J

ヰ
は
じ
め
ー
一
ず
る
政
府
中
収
の
関
心
を
そ
こ
に
川
け
手

t
7泊
三
二
に
努
め
た

L
か

ー〕、

J
I

引
が
必
ず
ー
も
辺
喧
の
事
情
を
H
1
7
＼
珂
洛

L
て
い
る
と
は
限
り
な
い
。
叶
γ
央
の
事
情
ト
ド
。
つ
て
な
き
れ
た
政
治
的
決

4

に
や
げ

比一
ι
泊
置
が
m州
地
の
統
治
に
4

掛
川
和
製
F

を
及
ぼ
計
二
一
乙
も
は
い
こ
は
一
ゴ
え
な
い

U

そ
札
だ
け
に
、

総
督
は
中
央
に

t
け
て
立
法
化
一
：
？
？
乙

と
地
域
で
抗
日
立
す
る
こ
と
の
込
町
川
に
つ
き
、
と
き
と
し
て
時
し
い
判
断
を
し
な
け
れ
ば
ぼ
ら
な
か
っ
た
。
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八
八

n
t代
の
露
消
川
閃
係
と
シ
ベ
ワ
ア
横
断
刀
、
涜
慌
む

口、ン
γ

市
悼
の
辺
境
乙
し
ア
一
の
口
一
ン
ア

彼

ら
刀｝

ii I 
き
絞
ピミ
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九
位
紀
後
山
に
ぷ
り
す
る
。
ヨ
7

ロ
ッ
パ
世
界
の
言
眼
前
線
ぜ
あ
る
イ
パ
ヶ
ー
リ
ノ
ク

に
白
か
れ
ψ

人事、
γ
ベ
リ
ア
者
一
日
円
滑
り
γ
町
村
h

に
沿
海
州
内
γ
新
設
さ
れ

そ
の
／
行
政
引
が
ア
ム
ー
ル
川
沿
マ
刊
の
一
二
」
一
F

工
ア
ス
ク
に
皆
一
ひ

れ
に
の
は

八
L
A

ハ
↑
寸
の
こ
y
三
ど
め
つ
ん
f
n

二
可
後
の
八
台
八
九
瓦
店
、
京
ン
ベ
リ
ア
総
督
山
フ
ヴ
ハ
J
－J
i
フ

ア

p
i
ル
ス
F

と
思
龍
、
斗
立
与
尖
山
、
こ
の
山
川
で
い
利
ば
れ
た
受
不
条
I

い
刊
の
第
一
条
に
よ
れ
、

ア
ム
ー
ル
川
左
八
か
口
、
ン
F
M訟
と
な
っ
た
〈
こ
れ
は
ム
フ

ヅ
ノ
ヨ
！
？
わ
情
人
的
な
ノ
ニ
ン
ア
テ
J

ヴ
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
必
ず
し
も
口
、
ン
ア
の
格
？
リ
し
行
手
本
に
烹
づ
く
も
の
で
は
な

ゐ

I
F

一

九叫
J

r

－
t

J

 

（いわ一向
J
A
X
μ
k
ハ
十
組
屯
）

む
よ
う
に

条
約
以
引
か
ら
清
同
人

ゼ

JI I 
市
地
区

ロ
ン
ア
知
と
た
も
勺
一
ど
と
こ

F

つ
で
も

げ
か
来
中
し
て
府
生

L
て
い
る
上
う
ほ
地
域
L

吋
L
て
は
、

口
ン
ア
測
は
一
ー
ペ
l
h

心
配
山
府
一
を
し
、

「
ヨ
ン
ア
人
性
足
い
か
伎
、
り
に
い
れ
し

c
h
J零
や
辺
ゴ
ロ
J
V
C

加
え
る
、
一
と
の
な
い
よ
う
」
泊
国
へ
凶
留
地
と
し
て
泊
国
政
的
の
特
轄
F
H
置
く

こ
と
を
認
め
た
ハ
「
そ
、
U
A凋
人
性
平
一
は
、
恒
久
的
に
ふ
の
明
性
地
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き
k

る
」
旨
定
め
つ
れ
た
の

ア
J

J

t

ル
川
有
い
草
の
ト
ヘ
師
ハ
バ
祉
川
削
さ
は
、

ロ
ン
ア
領
内
に
も
分
布
ず
る
少
一
数
民
決
の
ア
マ

υ
チ
守
ン
が
狩
猟
寸
心
の
パ
活
を
v
J

ぬ
ハ
て
い
た

さ
ら
に
そ
の
向
ご
う
は
当
時
は
会
釘

ロ
ン
y
人
に
と
コ
て
め
い
y

K
切
の
壮
掃
で
あ
二
～

ハ
問
介
i

夏
、
軍
人
と

J

て
満
洲
JE

探
検
ー
こ
ん
ヒ
？
1

ト
ル
a

ク
μ
ポ
卜
干
ン
は
、
大
興
安
嶺
を
結
え
て
松
徽
U

以
に
人
打
、
シ
ベ
1
ノ
一
と
は
九
九
絞
胤
ー
を
異
に
一
百
二
日
世
界

吋
d
）

に
山
川
ム
ム
っ
2

1

t

き
の
河
行
の
カ
ザ
3

ク
幻
翼
活
に
つ
い
て
、
民
味
深
い
記
述
L
U
Y

｝
桟
ー
ぶ
に
い
る
。

当
日
露
清
明
係
は
概
）
て
安
定
し
と
い
た
が
、

八
六
同
刊
一
川
弘
心
以
乳
か
起
き
、
さ
ら
に
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
一
け
主
安
ば
部
分
ト
＼

f
F
リ
ス
」
／
八
段
ろ
日
以
と
か

J

る
ヤ
i
ク
ブ
・
ベ
ケ
の
支
配
τ
に
人
る
と
事
訟
は
流
助
化
1
る
u
ψ
i
向
山
中
央
ア
ジ
ア
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス

と
対
立
し
て
い
ど
口
シ
ア
ぽ
、
六
七
年
々
ツ
ウ
ン

r
に

四
ー
ル
か
ス
々
’

fピ
勢
力
ト
に
収
め
つ
つ
丸
三
た
が
、
初
代



松
山
司
心
力
フ
一
ノ
マ
〉
は
、
七
一
年
刻
夏
、
公
附
で
み
一
ミ
ン
ヰ
エ
川
川
雫
務
知
事
の
カ
ル
パ
コ
フ
ス
ヰ
定
一
弘
法
し
て
、

ー〕マー、
v

J

4

可」忠コ

イ
）
地
hdhy占
領

L

〕
六
年
4
月
、
ね
は
境
界
に
つ
い
て
高
議
「
ベ
ノ
＼
A
1
I

ク
ー
プ
e

ベ
ヶ
の
も
と
に
使
節
を
る
ワ
た

J

品
路
？
市
川
判
争
の
さ
な
か
の

月
、
札
ト
ル
キ
ス
タ
ン
は
左
宗
骨
玄
い
る
清
田
平
に
よ
勺
て
回
復
さ
れ
、
法
は
口
、
ン

F
r

対
L
て
i
u
領
地
の
返
還
を
ぷ
め
た
。
ゐ
〕
九

nf九
月
に
（
か
J

仲
間
同
で
結
ば
れ
た
リ
ヴ
ァ
ア
ィ
ア
条
約
は
、

－

J
H
ヨ
主
二
土
ニ
コ
／
プ
＼

，、冷
1
1
U会
同
一
打
｝
サ
ヌ

j
v！
？
し

νυ
と
T
吋

ロ
シ
ア
の
民
求
に
沿
っ
に
内
容
で
為
っ
ト
ー
た
め
、

伯
区
内
げ
は
強
ノ
＼
反
援
し
、

っ
乙
崇
U
は
死
刑
」
UYE什
ら
れ
た
。
主
市
の
品
目
、

一
院
た
的
、
広
に
山
川
し
て
、
当
時
テ
ロ
の
頻
発
に
よ
り
当
小
J
P
緩
然
と
し
と
い
た
口
、
ン
ア
は
条
お
刀
改
む
に
河
川
巳
し
、

に

プ

j
、
一
〉

j

r
司

J

3

ら
た
ぬ
て
べ
一
ア
ル
ザ
ル
ク
条
お
か
私
は
ち
G
仁
八
四
年

一
月
一

λ
川

治
し
以
東
ヘ
ー
ル
主
ス
タ
〆
に
池
化

戸
市
内
p

仕
正
ウ
ル
ム

ィ
フ
）
を
宇
部
「
す
る
ぶ
括
合
士
設
置
L

同
trm
で
あ
る
ム
立
八
八
f
在
、
い
わ
ゆ
る
宗
初
一
九
2
し
て
マ
ン
ア
に
対
す
る
醤
政
令
唱
ゾ
パ
1

に
ん
左
＼
小
繋
が
死
ん
で
い
る
つ

ハ
パ
ゴ
ソ
刀

、
ノ
、
て
叶
ト
ブ
ヌ
ク

ν

J

ノ

ノ

に
ブ
リ
ア
ム
ー
ル
vh
討
山
川
が
設
置
さ
れ
た
心
と

寸、『
t

、一）ーや、
v

一一。、
f

、

ノ
ノ
（

f
f）

！

3dt
f

ム
i
ル
川
十
竹
山
岸
の
泊
岡
龍
ド
対
「
る
一
一
、
ン
f
人
の
悶
じ
な
引
い

f
の
は
、
治
凶
最
小
北
端
（
り
放
ぃ
祝
何
を

洋
I( 
[;i 
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章
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中
心
と
し
ふ
ム
市
九
お
け
る
全
’
弘
一
り
た
礼
で
あ
っ
に
公
佐
々
の
一
支
配
が

i
分
に
及
は
ぷ
い
こ
の

i
机
で
、

い
わ
ゆ
る
全
肝
に
加

、
ノ
山
、
多
く
の
口
／
P
I

人
げ
と
地
培
、
）

こ
れ
は
治
雨
対
内
、
株
〕
戒
さ
寸
品
、
一
と
と
ま
わ
、
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一
八
八
八
年
、

ヲ

ν
て
入
品
工
の
採
州
を
始
め
た
c

こ
の
事
実
は
口
ン
ァ
ピ

対－
7
4ゐ
辺
院
地
域
の
同
一
惰
こ
ζ

ー
も
に
近
代
的
な
れ
土
形
態
の
満
洲
＼
の
寺
人
を
合
同
し
七
洋
此
仰
の
実
険J
と
あ
り
、
義
和
田
事
伴
に
よ
る

青－
λ
目
主
一
…
主
コ
シ
非
主

i
D
E
r
i－
－

：

寸

1
1

浅
川
ム
弘
樹
と
し

円
ン
ア
寸
心
伝
人
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

、
」
の
よ
う
に
、
中
ん
緒
帝
時
代
の
前
半
は
な
お
清
心
室
力
が
そ
れ
な
り
に
充
実
L
て
い
た
時
販
で
あ
ゥ
ト
、
n

軍
宇
約
千
也
、
法
心
力
ピ

は
な
お
侮
り
が
ゆ
人
い
も
の
が
為
っ
～
～
。
海
軍
に
よ
る
い
市
却
に
お
い
て
は
英
仏
に
太
刀
打
ち
で
き
は
か
つ
丈
も
の
の

る
岸
戦
で
は
、
清
単
ぽ
フ
品
ノ
〆
ス
に
川
け
し
て
い
引
町
引
に
怜
レ
を
准
一
め
て
レ
た
の
て
あ
る
一
三
れ
に
対
し
と
位
取
に
お
け
る
口
、
ン
ゾ
の
市
主

オす
け



ト
心
は
強
ん
と
は
一
三
円
い
黙
か
っ
た
C
4
N
γ

・
川
パ
ロ
ノ
ス
ク
附
の
父
一
旭
日

d

さ
ー
わ
め
て
不
悦
で
あ
っ

ブ
リ
f

ム
、
ル
川
挙
管
区
の
甲

代

、一

一
え
の
規
校
の
止
却
川
市
を
駅
屯
さ
ぜ
り
れ
る
の
は
ザ
パ
イ
カ
ル
州
ま
で
と
あ
り
、
そ
の
先
は
大
主
心
日
ハ
討
の
輸
送
ー
も
、
食
糧
を
は

と
の
ζ

一3
日
正
ハ
苅
物
資
の
uumvp
ヰ
ー
も
囚
授
で
あ
っ
て
、

U

ン
マ
は
半
事
力
の
必
本
的
部
分
を
カ
ザ
、
ク
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
勺
な
か
っ

カ
ザ
l
ク
は
家
ikと
2
4
に
ー
の

i
地
に
定
住
し
ζ

軍
務
ピ
枕
；
人
々
7
＼
州
市
市
い
で
編
成
犬
、
れ
、
軍
務
知
事
の
品
川
持
、
に
あ
3

ム

）レ

？

～

吋

3

、f

l
J
d
し

5
山
川
で
本
格
的
な
軍
事
的
紛
争
が
中
じ
h
J
L

しき、

円
、
ン
ア
は
一
判
境
を
山
一

d

の
み
dE力
に

る
こ
と
が
で
主
な
い

八
八
C
午
化
に
お
レ
亡
、
政
府
部
内
の
多
く
の
人
々
に
、
ン
ペ
リ
F
F
頃
配
鉄
道
建
設
の
必
虫
色
を
蚊

i
p
J
 

戸一
q
t
r
T

’

マ
ヲ
刊

J
t

く
感
じ
さ
止
る
に
い
た
4

た
瑳
山
の
ひ
と
ぺ
で
あ
っ
た
ハ
初
代
プ
リ
ア
ム
ー
ル
総
資
と
な
っ
た
コ
ル
づ
〉

7

7
つ
え
は
、

j
l
l

、、、＼

一ノノ
f

ノ

’
円
、
ニ
1
4
T人
の
な
か
で
こ
の
地
域
C
中
事
的
孤
弱
性
を
〕
が
さ
、
欽
道
法
設
の
必
w
k
i
p
－
寸
え
に
コ
し
か
し
こ
じ
れ
に
4

列
し
て
レ
！
時
の
蔵
相

ヴ

f
ン
ノ
ー
グ
一
ブ
ツ
干
ー
が
刻
政
的
事
情
か
ら
難
色
J
V
ぷ
す
必
「
、
政
府
内
（
U
4
誠
一
刊
か
完
全
に
ま
2
ま
っ
て
い
た
わ
け
で
は
必
か
っ

一
方
、
広
ウ
ス
り
i
地
方
の
流
戻
は
、
天
津
条
約
の
履
行
J

な
め
く
う

一
、
い
た
共
μμ
と
清
の
問
を
仲
介
し
た
一
一
コ
ヲ
イ
イ

グ
7
1
7
エ
一
ノ
に
よ
っ
て

一
人
一
ハ
の
一
年

J

リ
ス
リ
ー
川
右
岸
が
U

ン
ア
領
と
な
っ
た
ャ

月、

I

円
と
の
阿
に
北
京
手
約
が
し
知
ば
札
、

と
に
始
ま
る
し
レ
し

27rzLP可
に
か
け

極
院
の
汁
心
的
な
川
ほ
し
f

〕
で
の
機
能
川
’

ニ
7

ラ
プ
／
ス
ク

に
建
設
さ
れ
た
ヴ

一
フ
ジ
方
ス
ト
ケ
に
移
き
れ
に
υ

人
口

4
r
市
に
↓
パ
拭
U
1

二
三
ノ
ラ
ジ
ヲ
ス
ト
ク
は
、
川
会
を
ほ
と
り
こ
し
行
行
政
制
度
を
笠
え
る
と
y
、生

に
、
恋
心
行
艦
隊
に
よ
っ
て
M

一
滑
ハ
ゲ
平
の
オ
フ
ノ
汁
yffbm
ば
れ
、
以
佼
M
川
際
的
な
有
限
引
の
ヂ
心
と
し
て
重
要
性
を
高
め
て
い
く

市
内
ス
リ
地
h
h
r
急
速
に
党
辰
し

じ
て
の
ウ
ラ
ジ
オ
マ
ヘ

l
ク
の
符
治
的
a

軍
事
的
重
要
性
r
A
烹
ま
る
に
一
ノ
れ
と
、

こ
の
押
州
市
ζ
1

口

y

ハ・

υ
一
ン
ア
を
で
き
る
だ
け
限
時
間
で
給
与
h

と
い
う
課
程
が
へ
々
の
刻
、
U
を
引
〈
よ
う
に
な
っ
乙
の
は
汁
快
な

こ
と
で
た
コ
ヒ
－
清
川
z
V
二
慣
献
す
る
鉄
道
を
通
し
、
こ
れ
を
シ
ペ
リ
F

硝
断
鉄
道
と
遣
い
柏
「
る
と
い
う
案
？
弘
、

カ
フ
J

f

ブ
ソ
乙
〈
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｝

2
3
A
C
4
抗
川
立
が
は
じ
め
て
提
唱
7

し
た
八
八
仁
斗
以
求
、
政
げ
区
内
で
検
討
さ
れ
て
し
主
人
c

も
と
よ
り
、

J
h
の
陣
式
哨
7
つ
な
お
磁
力

cあ
る
と
考
え

f
れ
て
い
た
胡
は
、
そ
れ
に
対
」
1
J

る
反
対
J
負
強
か
ヮ
た
ハ
ノ
j
γ

ム
｝
ル
総
相
h
h
川が
rヰ
人
さ
れ
た
ヒ
き
の
計
ヘ
ン
ベ
ノ
γ

訟
を
て
あ
り
、
そ
の
導
入
に
頑
強
に
低
山
仇
し
た
日
ヌ
ー
ザ
ン
む
わ
～
5
5
7
5
1
d一二

争
の
も
と
に
な
る
と
さ
え
ら
れ
h
J

け
引
あ
る
。

反
対
L
七
ロ
そ
れ
は
必
ず
や
一
露
出
閣
の
紛

，、
｝＼ 

お
け
る
清
？
上
統
F

泊
む
杭
斜
を
重
刻
す
る
ア
ヌ
チ
ン
に
；
っ

t前

州パ
J

哨
い
断
線
守
山
地
設
L
ょ
う
子
’
る
こ
エ
は
あ
ま
れ
に
も
胃
険
前
九
仏
試
み
で
あ
f
f
n

7
レ
ク
サ
ン
ド
ル
戸
時
代
の
対
外
及
策
は
比
一
ト
ド
JU
に
平
和

ι料
什
引
を
基
調
と
し
て
い

し
か
L
7
レ
ク
斤
ン
ド
ル
は
シ
ベ
リ
ア

慌
売
と
南
川
県
の
安
全
保
障
に
汁
し
て
は
蚊
い
民
心
古
も
っ
て
お
り
、
伎
の
支
持
の
も
と
、

ノ、

" "" 

4

1

1

月
！
ウ
ソ
シ
オ
λ

？
ク
J
ハ

パ
ゴ
ソ
ス
ク
レ
〈
心
山
に
ウ
ス
リ
l
鉄
治
心
法
設
が
始
ま
っ
た
υ

さ
ら
に
九
二
円

l
i

八
月
、
え
述
十
九
凶
で
あ
っ
た
山
一
歳
の
ヴ
r
ッ
？
な
臥

相
と
ほ
る
F

T
レ
ク
ぷ
り
シ
ド
ル
一
山
い
い
の
大
き
な
期
待
を
戸
三
点
v
場
し
た
彼
は
、
シ
ベ
リ
ア
杭
断
鉄
、
出
心
建
設
立
特
別
に
重
悦
し
、
そ

れ
を
住
〉
す
る
大
い
か
が
り
は
粁
済
戦
時
十
ピ
推
進
し
て
い

ロ
シ
ア
侭
束
に
お
け
る
清
一
国
人
百
円
以
田
氏

広
ノ＼

凶

j立

お

l 

又
自己
尽
力t
l土
Fグ

シにん
友人

あ
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14一
坑
統
一
t
L
K
い
て
民
族
問
料
は
特
別
な
青
ιhuk
性
を
も
す
る
）

h
h
s人

」

、

司
J
t

そ
の
多
く
は
湖
ド
・
行
政
機
設
合
担
う
が
市
に
実
市

ifuvコ

ロ
シ
ア
～
V
M
vも
例
外
で
は
白
か
っ
た
向
、
日
ん
が
い
ァ
、
ン
ア
e

口、ン
γ

に
お
い

,, 

υ
ン
フ
人
幻
か
な
り
の
お
分
；
h
J
都
市
に
存
住
し
し
い
た
υ

都
市
が
山
先
日
山
ト

3
J

れ
ば
司
白
か
ら
新
た
な
人
リ
ー
一
三
流
↓
ヘ
T
る

J

ぞ
れ
が
口

ご
J

ア
人
で
あ
る
場
合
も
、
化
引
い
一
ン
ア
人
で
あ
る
場
ん
じ
も
あ
っ
た
u

そ
り
結
果
、
ι
L
て
1
じ
る
ロ
シ
ア
人
こ
非
口
シ
ア
人
の
間
の
ぷ
探
J
V
と

ど
う
コ
／
ト
ロ
ル
す
る
か
は
、
辺
境
／
山
政
の
革
委
な
向
調
山
で
あ
f
J
f
n

内
伐
に
ブ
リ
ア
ム
ー
ル
給
川
河
川
H

に
は
る
ゲ
ロ
デ
1
1
7
Z
H
Cコ
ズ
T
…「ハヨは、

一
八
八
へ
し
ん
q代
、
シ
ル
タ
リ
ャ
バ
中
崎
山
知
山
守
と
L
C
ト



タ
ン
今
、
〆
ト
に
勤
務
、
穴
、
の
地
域
の
仲
川
氏
笹
野
一
を
必
駒
子
〆
て
い
る

一目一

え
プ
ヴ
？
義
者
と

L
て
知
ら
れ
た
ィ
ヴ
エ
ル
ニ
ャ
ー
ー
一
つ
山
花
伝
時
代
に
、
一
千
九
歳
で
こ
の
世
帆
に
任
じ
ら
れ
た
似
は
、
翌
年
ヲ
ェ
ル
一
一
ャ
ー

ル
キ
ー
え
々
、
／

一
八
八
一
主
！
ハ
刀

i!'. 

に
ノ
が
飲
む
を
計
め
た
の
ち
も
、
へ
九
2

リ
ま
三
ば
口
？
J

J

バ
y

フ
玄
苧
『
C
口
同

2
2
g
r
r
h
u
M…
告
の
も
〆
二
ー
そ
の
後
は
プ
レ
フ

ス
F
i

＼み

r
A〈
出
刊
の
♂
広
］
戸
山
戸

り
も
こ
で
、
引
き
続
き
ご
J

ル
タ
リ
ヤ
州
単
務
釘
宇
ん
で
絡
一
昨
て
い
る
n

夕
、
ン
ケ
J

ト
は
、

ア
ン
ホ
ー
ル
淫
円
J
V
と
は
悦
／
「
て
U

ン
マ
ヘ
池
は
i

／
）
ア
ジ

yp人
一
地
区
に
分
か
れ
て
お
り
、

て
ン
ア
人
住
民

ι対
ず
る

行
改
は
、
基
本
的
に
現
地
名
岬
家

に
依
存
す
る
間
接
続
れ
に
よ
っ
て
い
た
〈

口、
J
F
心
都
市
に
一
定
の
目
的
ケ
剤
投

7
hソ
庁
力
ル

化
し
た
一
八
仁
心
年
六
月
ム
六
日
裁
可
の
都
市
後
民
設
川
間
決
品
川
一
五
条
は
、
非
キ
リ
ス

P
教
徒
の
市
会
議
員
hrJd
吟
て
お
hり

ん
工
設
宗
、
心
一
分
の
一
中
以
え
る
三
と
は
で
か
一
一
な
い
て

タ
J

ケ
ノ
の
市
会
円
れ
は
ア
ジ
ア
人
仕
え
も
代
表
と
、
店
っ
て
い

c. 

リ
ン
マ
ノ
人
地
U
止
の
パ
北
川
授
の
た
め
に
ム
下
ー
と
し
て
ア
ジ

γ
人
地

K
＼
心
，
村
山
悦
に
よ
コ
て
歳
入
1

ど
い
守
冶
さ
せ
る
長
が
山
さ
れ
に
l
L
吉、
h
v
d

ン
ケ
ン

i
市
会
心
ア
ゾ
ア
人
立
院
は
は
」
れ
に
反
必
し
ー
に
つ
増
税
が
ほ
と
ん
ど
口
、
ノ
ア
人
地
出
の
白
川
沿
の
介
め
の
も
の
で
、
市
庁
J

状
慌
の

改
善
と
2
、
ア
ジ
f
人
地
区
の
た
め
に
遣
わ
れ
る
額
じ
予
算
の
ご
く

部
日
」
〉
h
J

か
ら
で
あ
る

J

ゲ
ロ
デ
i
1
フ
は
ア
ず
J

ア
人
地
ド
（
U

指
4
1蓄
を
へ
れ
詐
え
る
が
、
よ
山
山
心
不
均
衡
に
は
す
る
払
一
識
は
は
引
い
z
l
h

し

状
世
U

引山1
4

J

つ
の
た
め

ア
ジ
ア
人
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区
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仁
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／
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双
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仏
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鎮
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叫
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れ
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。
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介
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仰
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濡
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融
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／
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；
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叫
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什
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菜
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叫
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ず
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－
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［
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時
期
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つ
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て
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什
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叶
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湖
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／
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；
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叫
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ロ
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ノ
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わ
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八
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、
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－
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鉄
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反
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伐
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台
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梢
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叶
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よ
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き
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～
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。
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彼
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ね
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p
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鮮
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♂
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司
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右
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司
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～
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司
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ア
ム
ー
ル

に
な
、
ノ
ヒ
ド
ゥ
ホ
ア
ス
コ

イ
は
、
治
何
人
［
病
包
民
の
特
ハ
逝

ιつ
い
て

内
ン
ナ
ル
ベ
ル
ゲ
ル

2
は
H

穴
叫
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入
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よ
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h
れ
を
山
怖
く
か
ら
で
め
る

J

し
か
し
も
ち
ろ
ん
、
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れ
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／
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ら
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ら
れ
て
）
ま
う
の
を
防
く
子
段
、
乙

L
て
、
ド
ゥ
ホ
フ
ス
コ

f

、｝乙セル九州、
J

（！メ人民半、日：／ス・＂ Jt)引 7'7:zoリ.11、



四

日
刊
洲
に
お
は
判
る
然
出
の
敷
設

不
列
白
山
か
多
か
っ
ア
n

条
約

c 
,4 

11' 
ノ十

逸
品；

島
ど
害u
正投

）ι 

Ex人i.tc刊行j '3,4川ti) ？；汚［2川

シ
ベ
リ
γ

検
附
弛
山
道
を
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
ま
で
到
達
さ
山
る
う
え
三
、

当
初
考
え
ら
れ
亡
い
す
九
F

ム
7

ル
川
八
U
L
の
パ
ー
卜
に
は

柏
形
小
川
鉄
忠
心
数
設
に
迫
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さ
れ
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収
益
丙
で
も
判
濯
が
あ
っ

ザ
一
れ
で
も
、
単

に
ー
と
い
此
心
難
所
守
山
田
「
司
令
だ
行
で
尽
く
、

ヨ
！
日
ァ
パ
ロ
シ
ア
を
長
短
抱
献
で
ぶ
叶
l
洋
と
つ
な
ぐ
清
川
＋
畑
町
内
線
、
ν現
実
前
な
巡
択

品
川
と
と
っ
た
心
は

ヘ
九
h

よ
一
ア
ゃ
い
月
以
搾
む
こ
と

八
九
回
午
八
月
一

U

に
灯
主
っ
た
日
治
戦
争
に
お
い
て
清

三’
h
k
レ
ド
ピ
仔
巴
ュ
、

i
c見
「
ド

t
fォ

日
本
1
t
C
講
和
条
約
に
訓
印
「
る

川河九
Iι

ド
「
仏
H
川、

？
？
、
F

？

］
ン
ア
ド

ri
ツ

ァ
ラ
／
ザ
へ
の
一
回
は
協
プ
羽
し
て
ヨ
？
今
に
ザ
力
な
か
け
、
、
」
れ
乞
還
付
ざ
け
叩
～

口
、
ノ
ア
は
一
一
回
ド
ー
渉
合
i

一一

rrる

こ
と
に
よ
う
で
、
＋
げ
円
に
対
し
て
間
山
を
交
る
が
を
作
り
山
山
｛
二
一

U

借
り
窮
状
と
相
伐
っ
て
、
政
府
部
内
f
は
満
洲
仲
間
断
ム
む
の
数
設
権
結
一
符

ユ
ザ
」
戸
下
山
叫
す
助
き
が
活
発
ル
、
乙
～

ν

冗一一

（
ヱ
れ
を
安
り
に
的
に
確
保
す
る
た
め
の
v

一
胞
と
T

弔
拠
点
の
確
保
、

？
」

h
汀
υ州
、
寸
什
d

J
点

b
t
M十｝
1
4
H
V
J
n
L
J

太
十
げ
洋
＼
の

f
Jノ
セ
ス

口
、
ン
ア
円
同

j
G
L

っ
て
い
↑
人
。
？
ン
ア
が
人
臼
こ
じ
て
、
多
：
の
海
上
柄
、
パ
柏
民
湖
／
｝
強
力
な
海
山
田
千
七
り
を
も
っ
イ
ギ
リ
ス
に
対
抗
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ヲ
ヘ

れ
が
必
変
だ
っ
亡
の
で
あ
る

J

ム
一
フ
ヴ
ィ
ブ
ブ
川
ア
ム
司
ル
ス
L

：
に
二
一
て
端
的
に
手
さ
れ
る

F

で
勺
に
、
ザ
プ
ル
川
の
名
運
hhv

円、ンア

ζ

っ
て
常
二
重
民
伝
説
心
乎
で
あ
っ
亡
の
も
そ
り
た
め
セ
あ
γ

句
。
ぃ
州
州
山
ι

明
断
線
の
敷
設
、
に
う
形
で
太
平
洋
へ
の

新
ー
一
」
九
弘
法
か
苅
ゃ
れ
ア
と
さ
、
そ
れ
に
抗
す
る
こ
と
は
ロ
ン

γ
の
政
治
指
辛
北
引
に
乙
っ
て
雑
L
ど
｝
ど
で
あ
つ
に
。
ヴ
イ
ツ
子
も
九
h

J

寸
の
終
わ
り
に
は
、
一
の
路
線
J
E
M
引
進
ず
る
白
川
…
肢
を
戸
川
学
一
に
し
た
乙



、
〕
か
、
三
政
－

r川
部
門
に
は
、
心
紋
な
が
っ
満
洲
慎
断
線
心
建
設
に
反
斗
す
る
志
見
ー
も
あ
っ
と
乙
外
務
省
ア
ジ
ア
川
町
三
の
刀
7
二
ス
ト

日

）

〉

は
、
こ
の
路
似
の
校
4
倒
的
利
自
の
み
に
〆
」

の
は
危
険
で
あ
り
、
そ
の
政
治
的
J
ヌ
ク
に
川
け
を
山
川
け
る
ρ

き

と
あ
る
こ
し
た
守
一
の
路
線
を
兇
散
ず
れ
ば
、

口
、
ン
ア
は
い
氾
渦
の
行
政
を
引
き
JHA
汁
る
こ
〆
一
に
』
仏
り
、

び
い
て
は
冨
事
山
領
に
進
ま
さ

る
を
（
侍
な
〈
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
清
の
分
割
に
v
h
t
明
く
こ
と
に
な
る
ハ
中
、
丸
、
冷
え
カ
ブ
一
－
ス
ト
は
、
満
川
川
に
口
一
ン
ア

敷
設i
す
る
う
え
で
、
長
J
U
E
掛
け
な
ル
ト
、
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
た
、
黒
詑
－
止
討
の
み
を
送
る
ル
ー
を
従
来
L
た
n

こ
の
ル
ー
の

沿
線
の

1
地
に
社
し
て
は
伯
半
も
明
、
む
を
も

f
F、
ま
た
日
詑
汗
い
告
は
入
門
J
U
少
な
レ
か
ら
、
拡
抗
を
お
く
お
そ
れ
も
少
仕
司
y
f

一
与
え

ら
れ
た
の

〉
ウ
ホ
ァ
ス
コ
イ
総
討
も
川
門
な
見
て
一
人
的
～

J

土

一
日
付
の
玄
け
ん
需
の
中
で
、
ロ
ッ
ホ
ア
ス
プ
ペ
よ
い
、
｛
刊
洲
1r
い

月

弓
外
国
C

か
も
円
、
ン
ア
の
お
十
字
4
0
外
交
牝
表
も
い
な
い
）
地
L

長
い
欽
治
十
敷
設
す
る
こ
と
の
仇
険
性
宏
指
摘
［
、
中
部
説
的
に
主

を
、
込
め
る
こ
じ
〆
を
主
張
し
に
一

沿
い
一
軒
日
米
に
い
ぬ
い
て
、

仏
品
川
川
全
円
相
叫
ん
ど
っ
、
ン
ア
が
安
定
的
に
主
ufLq
る
可
良
性
は
低
い
り
で
あ
る
か
ら
、

け
ン
ア
館
、
山
川
ど
通
る
ア
ム
ー
ル
絞
ば
原
点
的
N

J

車
問
t
J
t
ょ
の
灯
、
ぜ
ひ
と
も
較
設
す
べ
主
で
あ
る

J

こ
れ
む
先
行
さ
什
る
、
一
と
い
九
千
九
り
、

J
t
心
〕
て
満
洲
で
の
鉄
道
敷
設
J
r
進
め
る
ミ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
じ

烹：古il'Uuo）政設と露湾ぶ境

ド
H

ホ
ブ
ス
コ
イ
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
況
＋
什
口
、
ン

γ
賄
側
市
内
は
桁
給
の
岡
山
鼎
ケ
抱
え

事
的
に
脆
弱
で
あ
る
い
？

亡
ば
シ
ベ
ソ
Y
横
断
鉄
道
の
か
な
り
の
部
分
が
川
開
通
す
る
こ
ぐ
に
よ
っ
て
、

口
ン
ア
に
／
）
っ
て
右
利
な
状
況
が
牛
ま
れ
る
」
の

州
判
が
正
八
ル
場
で
あ
り
、
こ
れ
を
山
河
ち
、
ケ
人
え
る
た
め
に
も
、
鉄
道
の
致
誌
に
さ
い
I

U

て
凶
際
的
む
溢
ほ
い
す
引
き
起
ご
1

／
て
は
な
ら
な
い

／
）
い
う
の
か
被
の
長
本
的
日
考
え
↑
／
ょ
の
つ

満
州
川
に
敷
設
さ
れ
る
べ
き
鉄
芳
／
7ν
て

ド
ヮ
ホ
ソ
ス
コ
イ
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス

f
ク
ζ

占
体
を
結
ぶ
ル
ト
を
従
来
1

1

0

ψ

同
法
一
川

J

パ
rL
一
泊
し
て
ん
千
鴻
，
阜
の
／
J

一
一
、
ン
ゾ
ア
J

ウ
で
ド
位
認
か
ら
古
川
川
尽
（
現
在
の
川
市
湯

J

γ品川一
1
1
口
朴
に
司
に
る
鉄
道
ヘ
関
東
鉄
路
）
,c, 

' ' 

何
年
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訓
育
さ
れ
て
お
り
、

ド

7
7、ノ

p

ヘコ

f
は
、
一
一
の
一
計
河
線
心
椅
利
を
刊
に
1

刊

つスリリ
y

ん
釈
の
一
コ
リ
ス
コ

（
現
引
の
つ
ス
リ
！

ワ

ケ
） 

か
っ
苧
一
日
以
円
一
現
在
の
宙
…
T
V

官
）
ゃ
ん
ね
て
l
u林
に
烹
る
凶
認
を
建
設
す
る
ご
yし

7
5
ニ
長
1

／
た
の
で
あ
る
。
将
来
は
さ
ら
に
す
杯
か

ら
納
部
抗
（
叶
制
作
の
扶
余
）

へ
の
延
伸
生
一
口

d

誌
で
あ
る
一

二

し

」

H
H
t
亡、

ご
才
；
！
？
M
J
V

カ
ブ
一
ス
ト
」
日
禄
、

ド
ヮ
ホ
ソ
ス
コ
イ
は
ザ
パ
イ
カ
ル
州
の
ス
レ
イ
ナ
乙
〆
ス
ク
か
ら
γ

八
朗
ハ
安
嶺
を
抵
え
て
vp

ル

ノお
〆

／ 

に
抜
け
る
ル
ト

ス
ル
ゲ
／
か
ら
は
ず
フ
ゴ
ヴ
ー
ン
子
J

ンスムワ

ι支
線
J
Vと

主
刈
剖
川
、
羽
有
の
敏
江

ー
く
一
ノ
戸
工
、
に

う
、
3

f

〈し

鉄
道
の
殺
し
試
に
際
L
亡
は
、

沿
線
の
ド
ト
地
ケ
↓

rJ入
以
得
す
べ
き
で

平
に
絞
殺
砕
を
符
る
た
け
で
は
チ
＼

ま
わ
、

ト
ノ
司
令
〈

一
つ
の
路
線
が
’
一
t
J凡
さ
G
頃
に
は
一
両
際
情
勢
は
好
転
し
ご
お
わ

一
松
花
江
に
治
っ
た
ス
ル
ゲ
ン
令
ド
rr祁
約
慌
の
鉄
道
般
投
掛
川
、
こ

沿
線
の
l
地
は
一
作
易
に
取
得
す
る
こ
1r
が
で
き
る
は
ず
で
あ
っ

一
1

＼

L
i
一

l
ノ
1
J
刊
r
p
A

ご
月
に
削
除
L
て
以
米
、
積
～
他
的
な
杯
忠
人
以
策
L

意
欲
JT
燃
や
し
て
い
た
二
1

一
フ
イ
二
一
い
は
い

J
J
4
7

ス
コ
イ
心
意

同J
アピ
Jku円
、
ヴ
Jイア一ワ

一
八
パ
た

T

l
月、

円
ィ
ッ
テ
は
り
A
刈
怖
断
仙
析
の
提
案
ν〈
わ
っ
て
十
一
－
と
の
i

父
捗
H

ぬ
入
、

e

p

れ
を
認
め
さ
せ
た
っ
国
境
の
町
渦
件
凶
午
、
物
λ叫

H
C
J長
取
地
で
あ
台
東
部
内
蒙
十
川
、
ω
ハ
イ
一
ノ
ル
か
ら
、

ダ

ブ

i
ル
校
が
作
い
じ
大
削
匹
、
安
い
領

ユ
ゼ
尚
一
わ
ノ
、
出
、
法
討
中
刊
の
省
都
4

1
ノ
ハ
ル

y
ラ
ジ
す
ス
ト
ク
に
パ
一
る
罰
洲
権
問
様
、
す
ん
d

わ
一
ち
東
清
欽
辺
げ
か
空
さ
れ
る
こ

Lyr

な
っ
た
の
で
あ
る
二
司
伐
の
九
八
斗
i
h
H、
同
出
欽
淀
川
’
扶
花
江
と
交
わ
る
と
こ
ろ
に
、
北
渦
の
新
し
い
つ
心
と
な
る
れ
肯
ハ
ル
仔

／
の
山
竺
託
子
日
始
ま
っ
た
っ

こ
の
r
け
す
の
一
一
日
ベ
八
日
、

八

i
h

一

ド
ゥ
ホ
プ
ス
コ
イ
総
督
は
ト
ル
キ
ス
タ
／
市
督
に
転
出
M
l
て
什
い
り
う
て
、

と
副
総
枠
と

L
て
ド
ヮ

小
プ
ス

し
て
い
た
グ
ロ
デ
コ
〈
か

y
リ
γ
ム
i
ル
総
督
に
は
う
ぺ
軍
務
知
事
に
し
て
タ
J

ケ
ン

f
の
ま
訟
に
遭
遇
し
、

こ
’
れ
を
ハ
’
で
抑
え
つ
け
よ
う
と
し
た
ゲ
ロ
ア
コ
守
ノ
は
、

7
v
r

！ヘ

一
九
心
。
庁
夏
、
義
和
国
市
rJれ
に
陀
L
て
条
件
干
し
ゅ
人

1し

;11 
3コ
if1c 
ii 
ギ
竹
川

ι対
処
す
る
日
、
と
に
な
る
の

: Ex人i.tc刊行j "3・4川SJ 720 [2川：；I、



五

K川
h
J
υ
h
h
rノプ、

；
；
く

l
t

作
品
洲
を
按
断
し
て
ザ
パ
イ
カ
ル
別

r
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
を
結
ぶ
然
、
店
を
敷
け
ば
、
附
問
視
を
い
J
悩
1

ぶ
久
全
な
淫
ノ
打
を
似
附
ず
る
行
め
ピ

ば
桔
J
W
J
D
F
事
力
が
必
要
に
仕
る
。
他
行
、
ヤ
一
の
路
線
合
J

岬
拭
い
て
も
、

ア
ム
凡
川
流
域
へ
の
口
、
弓
輸
送
及
び
物
資
一
補
給
の
状
況
は
ー
ロ

ち
に
は
改
番
入
じ
れ
ず
、
二
一
け
池
域
は
よ
中
主
的
に
脆
認
は
ま
ま
で
占
め
る
。
ヴ
ィ
ソ
ず
が
こ
れ
ら
の
点
に
そ
れ
ほ
v
A官
辺
し
な
か

J

ト
の
は
、

ひ
と
つ

ιし
は
慢
が
け
肝
心
付
治
能
hリ
J
と
も
に
先
送
の
保
怨
敵
で
あ
る
け
本
の
攻
一
世
J

に
対
B
d
J

る
抑
汁
す
可
能
に
す
る
は
す
の
露
治
の

友
好
関
係
す
混
信
し
て
し
γ

た
か
ら
で
丸
る
。
清
に
円
み
を
先
る
た
め
に
げ
ら
ム
下
導
し
て
犬
山
崎
し
心
波
山
県
中
十
日
送
付
が
日
本
心
出
，
、
？
？
広
被

さ山七、
η

花
束
y

ン
f
C
緊
張
を
日
め
匂
危
治
、
に
づ
い
こ
J
U

、
役
は
l
分
に
予
知
パ
し
ご
い
～
広
か
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い

吋
ノ
ァ
ワ
ば
陸
軍
に
保
し
て
は
十
九
州
諸
凶
が
協
調
し
て
中
制
ど
進
め
る
べ
き
と
と
一
を
主
張
し
て
い
た

F

一
八
九
八
h
T十
J
H
リ
六
日
ハ
！

ゲ

f

一
一
コ
フ

f
二
刊
の
誕
百
に
よ
る
川
市

凶
凶
際
平
h

村
人
九
日
前
が
閉
経
さ
れ
f

v

ヴ
ィ
ッ
テ
白
身
uhv
こ
の
会
談
心
阿
佐
二
向
け
て
イ
ニ
、
ン

ア
一
ア
ィ
ヴ
干
し
仁
る
こ
と
は
作
品
か
u

～
一
が
、
少
ず
れ
M
く
と
uu
彼
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
平
和
維
持
に
横
紙
的
で
ふ
う
七
。

ヨ
i

J

7

パ
結
努
の
安

、
p
こ
の
ス
め
に
ド

f
y
y
の

ι好
関
係
の
枚
目
な
宝
村
仇
し
た
り
ご
あ
る

r

他
方
芝
、
『
ノ
f
ソ
テ
は
海
軍
力
の
増
強
」
守
川
抑
制

烹：古il'Uuo）政設と露湾ぶ境

す
る
こ
2
に
は
反
凡
で
あ
っ
た
c

ア
〆
ア
太
山
洋
地
一
ば
で
の
英
叫
ん
吋

に
ト
ゆ
る
か
ら

ν
か
、
ご
千
戸
れ
以
し
い
に
彼
の

U

山
町
沖
的
な
聞
か

中
で
＋
之
わ
な
こ
重
を
円
め
て
い
た
の
は
、

の
首
位
件
f

「
ふ
り
、
彼
は
で
、
二
、
の
口
、
ン
ア
の
地
付
向
l
に
き

滑
川
山
に
お
け
る
利
桧
は
、

政
治
的
・
買
事
的
J
一
人
ク
を
足
小
限
に
と

わ
め
に
向
い
恒
A
r
r制
μ

犯
を
比
む
い
て
い
た
ア
イ
ソ
ブ
に
こ
コ
て
、

Y
）
必
に
上
で
、
2

当
主
に
お
円
る
口
、
J

ァ
心
地
位
円
仁
の
た
め
に
わ
阜
大
限
に
治
問
、
？
れ
広
け
れ
ば
な
‘
り
な
ひ
コ

も
と
令
ふ
り
そ
れ
に
は
コ
ス
ト
小
伴
内

U

京
清
鉄
道
の
敷
設
刀
ロ
ン
ア
時
点
、
ひ
い
ず
は
化
京
ア
ジ
ア
全
体
心
人
北
U

伐
の
パ
ラ
〆
ス
に
及

ぽ
ず
影
響
は
小
さ
く
は
し
い
q

＝
ぞ
れ
に
よ
っ
て
内
ラ
ジ
オ
ス
ー
ク
を
山
ー
も
と
す
る
い
引
出
川
の
粁
守
口
が
ず
い
吟
化
「
る
巾
l
E
7

一
ブ
マ
コ
ウ
ユ
ン
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ヲ
ザ
一
ン
ス
ク
を
甲
心
と
「
る
ア
ム
ー
ル
川
流
域
の
径
一
応
的
允
乏
は
相
対
的
に
ト
が
る
で
あ
ろ
う
乙
さ
つ
に
、
川
村
長
注
射
半
島
を
尚
一
る
弔

お
コ
人
線
が
間
活

γれ
ば
、
旅
順
・
l
T
、
迷
子

7
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